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研究概要
ヒトと同様の婦人科内診所見をボルネオオランウータンに応
用し、発情時の子宮および卵巣に関する情報を収集した。
超音波診断から、卵胞期の子宮内膜および卵胞のサイズ
は発情ホルモン濃度と相関して変化していることが明らかと
なった。また、排卵誘発剤は、卵胞サイズが22.3 mmの時
にのみ効果が得られた。ヒトの排卵前最大卵胞サイズは20
mm程度と言われている。よって、オランウータンも同様の卵
胞サイズを持つことが考えられた。

関連する論文

今後の展望／実用化イメージ

本研究をさらに推進することでヒト生殖医療をオランウータンに

応用することにより、全世界の動物園飼育下のオランウータン

のみならず動物園の大型類人猿の人工繁殖計画に寄与する

ことを目的とする。
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現代の医学や医療は数多くの貴重な動物
の命の犠牲のもとに発展して来た。追悼と感
謝の気持ちと共に彼らにヒューマンサイエンス
を還元すること（“Human Feedback”）
が本研究のメインコンセプトである。
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A動物園でのゴリラへの経腟超音波検査

A動物園でのゴリラの全身CT検査と読影


